2022年1月25日　第650回高崎研オープンセミナー（リサーチ）講演要旨

ドイツの最新核医学診療事情と将来展望

ヴュルツブルク　ユリウス・マクシミリアン大学　樋口隆弘

　ドイツでは、この１０年間で、核医学診療の現場、及びそれを取り巻く状況が驚くほど進化し、発展を遂げています。現在では、核医学先進国として極めて高い評価を受けていますが、その理由の一つに、臨床価値の高い新たなPET診断製剤や治療効果の高い核医学治療製剤の開発・導入が挙げられます。本講演では、演者のヴュルツブルク大学での具体的な経験を踏まえて、ドイツでの変化がどのような変化なのかを詳しくご紹介するとともに、今後予想される核医学診療の発展の方向性についても出席者と一緒に考察していきたいと思います。
　本講演のレジュメ
1) Wuerzburg大学核医学診療病院での臨床現場の紹介
2) 新たな腫瘍PET製剤の登場： PSMA-PET etc.
3) 新たな核医学治療の台頭： Theranostics
4) 今後の展望：F18標識PET製剤
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